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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第６期

第３四半期連結
累計期間

第６期
第３四半期連結
会計期間

第５期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 16,008,1235,211,52121,268,193

経常利益 (千円) 1,144,692416,1082,102,817

四半期(当期)純利益 (千円) 654,524 247,7821,226,753

純資産額 (千円) ─ 5,034,0184,867,724

総資産額 (千円) ─ 8,226,6818,880,130

１株当たり純資産額 (円) ─ 914.45 844.42

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 114.50 44.27 211.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 113.27 44.01 206.41

自己資本比率 (％) ─ 61.2 54.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 335,510 ─ 1,314,316

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △81,553 ─ △627,275

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △534,376 ─ △652,354

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 2,418,5742,698,993

従業員数 (名) ─ 3,448 3,416

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　従業員数には、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

向者を加えております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 3,448

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,740

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績及び受注実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績及び受注実績は、重要性が乏しいため記載を省略してお

ります。

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりであ

ります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

　エンジニア事業 4,477,691

　ＩＴ・情報システム分野 1,861,213

　メカトロニクス・エレクトロニクス分野 2,279,091

　バイオ・ケミストリー分野 337,386

　ファクトリー事業 733,829

合計 5,211,521

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記エンジニア事業の分野内訳について、主な業務内容にある「複合機等におけるファームウェアの開発、設

計、評価」を、従来、ＩＴ・情報システム分野としておりましたが、第２四半期連結会計期間より、メカトロニ

クス・エレクトロニクス分野へ移行しました。この結果、従来の方法と比較して「ＩＴ・情報システム分野」

の売上高は219,727千円減少し、「メカトロニクス・エレクトロニクス分野」の売上高は219,727千円増加し

ております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 経営成績

当社グループは、顧客企業のニーズに対応した人材サービスの提供により、既存顧客との取引拡大と新

規顧客の開拓に努めてまいりました。また、エンジニア事業においては、サービスの品質向上を目的とす

るチーム体制での人材サービスの提供にも努めました。

この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は5,211,521千円、営業利益は437,085千円、経常

利益は416,108千円、四半期純利益は247,782千円となりました。

(売上高)

当第３四半期連結会計期間の売上高は、エンジニア事業は4,477,691千円、ファクトリー事業は

733,829千円となりました。

エンジニア事業においては、顧客企業が属する主要な業界のうち、情報・通信業を除く、電気機器、機

械、精密機器、輸送用機器の顧客企業の業績が悪化し、技術部門における人材サービスの需要は、残業規

制による稼働時間の減少等により減速感が見え始めました。このような環境の下、顧客企業との関係強

化に努めました。更に、平成20年４月に採用した新卒エンジニアの派遣業務等も、売上高に寄与いたし

ました。

ファクトリー事業においては、顧客企業が属する主要な業界である電気機器、機械、精密機器の製造

部門における人材サービスに対する需要は、減産等による契約解除が増加したことにより減少いたし

ました。しかし、食料品業界や建設業界の人材サービスの提供は堅調に推移しました。

　

(売上原価)

当第３四半期連結会計期間の売上原価は、エンジニア、及び、生産社員の労務費等が発生したことに

より3,755,562千円となりました。

　

(営業利益)

当第３四半期連結会計期間の営業利益は、管理部門等の労務費に加え、来期以降の新卒エンジニア採

用、及び、中途採用等の費用が発生したことにより437,085千円となりました。

　

(経常利益)

当第３四半期連結会計期間の経常利益は、受取利息が発生したものの、投資有価証券評価損の発生に

より416,108千円となりました。

　

(四半期純利益)

当第３四半期連結会計期間の四半期純利益は、法人税、住民税及び事業税の発生により247,782千円

となりました。
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(2) 財政状態

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、5,764,257千円となりました。

これは、主として現金及び預金が480,258千円減少したことによるものであります。

　

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、2,462,423千円となりました。

これは、主として無形固定資産が増加したことによるものであります。

　

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、2,678,701千円となりました。

これは、主として未払法人税等が507,492千円減少したことによるものであります。

　

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、513,960千円となりました。

これは、退職給付引当金が74,580千円増加したことによるものであります。

　

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、5,034,018千円となりました。

これは、主として利益剰余金が368,050千円増加したこと、及び、自己株式の取得により195,257千円

減少したことによるものであります。

　

EDINET提出書類

株式会社ＶＳＮ(E05654)

四半期報告書

 6/31



(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、2,418,574千

円となりました。

　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は148,020千円となりました。

収入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益427,980千円、及び、賞与引当金の増加額478,124千円

であります。

支出の主な要因は、未払費用の減少額857,308千円であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の増加は97,179千円となりました。

収入の要因は、定期預金の払戻による収入250,144千円であります。

支出の主な要因は、無形固定資産の取得による支出89,866千円、及び、定期預金の預入による支出

50,304千円であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は245,184千円となりました。

収入の要因は、ストックオプションの行使による収入705千円であります。

支出の主な要因は、自己株式の取得による支出224,999千円、及び、社債の償還による支出20,000千円

であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上、及び、財務上の対処すべき課題に重要な

変更、及び、新たに生じた課題はありません。

　

なお、当社は、財務、及び、事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、そ

の内容等（会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①基本方針の内容

当社の株主は、株式市場での自由な取引を通じて決まり、当社経営の支配権の移転を伴うような買付

提案等に賛同されるか否かの判断についても、最終的には株主全体の自由な意思に基づき判断される

べきであると考えております。

一方、当社の財務、及び、事業の方針の決定を支配する者は、経営の基本理念、企業価値のさまざまな

源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益を中長期的に確保し、向上させるものでなければならないと考えております。

しかしながら、昨今のわが国の資本市場においては、対象となる会社の経営陣の賛同を得ることな

く、一方的に大量の株式の買付を強行するといった動きが顕在化しつつあり、企業価値、及び、株主共同

利益が毀損する事態が生じないとも限らない状況となっております。

したがって、当社は企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大量買付行

為、又は、これに類似する行為を行う者は、当社の財務、及び、事業の方針の決定を支配する者として適

当ではないと考えるものであります。

　

②不適切な支配の防止のための取組み

当社は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大量買付行為、又

は、これに類似する行為に対する対応策として、買収防衛策（以下、「本プラン」という。）を平成19年

６月28日開催の定時株主総会において、平成22年３月期の定時株主総会の終結の時までを期限として

導入いたしました。

当社が導入した本プランは、大量買付行為者が現れた時、特別委員会が大量買付行為に関する情報を

検討の上、取締役会へ勧告を行います。取締役会は特別委員会の勧告を最大限尊重した上、濫用的買収

と判断した場合、対抗処置を発動するものであります。

なお、特別委員会は当社の業務執行を行う経営陣から独立し、当社と特別な利害関係のない有識者３

名以上で構成されております。

本プランの詳細につきましては、平成19年６月28日付の当社プレスリリース「当社株式の大量買付

行為への対応策（買収防衛策）の承認に関するお知らせ」をご参照ください。

　

インターネット上の当社ウェブサイト（http://ir.vsn.co.jp/html/pdf/prs20070628.pdf）
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③具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

本プランは、企業価値・株主共同の利益を確保、向上させる目的をもって導入されたものであり、基

本方針に沿うものと判断しております。

また、本プランは、平成19年６月28日開催の定時株主総会で株主の皆様のご承認を頂いており、株主

の皆様のご意思を反映したものであります。

更に、主な理由として

・本プランの有効期間である平成22年３月期の定時株主総会の終結の時より前であっても、当社株主

総会、又は、取締役会により廃止することが可能であること。

・本プランの対抗処置の発動に際しては、その内容として合理的な客観的要件が設定されていること。

・本プランは、独立性の高い特別委員会による勧告を最大限尊重して最終判断を行うこと。

以上のことなどにより、その公正性・客観性が担保されており、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益に資するものであって、当社取締役の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった本社研修設備の増設

につきましては、平成20年12月に完了いたしました。

　

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等についての重要な変更は、次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容
投資予定額（千円） 資金調達

方法
着手年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力総額 既支払額

株式会社
ＶＳＮ

本社
（東京都港区）

エンジニア
事業

本社機能及
び営業設備
関連

536,507526,107
増資資金
自己資金

平成19年
10月

平成21年
４月

―
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,330,500

計 21,330,500

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,887,125 5,887,125
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,887,125 5,887,125― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年３月15日臨時株主総会決議

第３四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数（個） 4,677（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数は100株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 116,925

新株予約権の行使時の払込金額（円） 600（注）２

新株予約権の行使期間
平成20年３月29日から
平成27年３月28日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　600
資本組入額　300

新株予約権の行使の条件

①　権利行使期間中であっても当社の株式が未上場の
場合は、新株予約権を行使できないものとする。

②　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使の際
に、当社、子会社及び関連会社の取締役、監査役、役
員に準ずる者、従業員の地位にあることを要する。

③　新株予約権の割当てを受けた者が死亡した場合、相
続は認めないものとする。

④　新株予約権の質入その他一切の処分は認めないも
のとする。

⑤　その他、権利行使の条件は、本株主総会及び取締役
会決議に基づき、当社と対象の取締役及び従業員と
の間で締結する「株式会社ＶＳＮ第一回新株予約
権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数が調整されます。

但し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点において行使されていない新株予約権の目的となる

株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については切り捨てます。

　　　　　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

３　株式の分割・併合及び時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切上げます。

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

　調整後

＝

　調整前

×

分割・新規発行前の株価

　行使価額 　行使価額 　既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　　　　　　　　（併合の場合は減少株式数を減ずる）
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平成18年３月15日臨時株主総会決議

第３四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数（個） 8,383（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数は100株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 209,575

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,080（注）２

新株予約権の行使期間
平成21年３月15日から
平成28年３月14日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　2,080
資本組入額　1,040

新株予約権の行使の条件

①　権利行使期間中であっても当社の株式が未上場の
場合は、新株予約権を行使できないものとする。

②　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使の際
に、当社、子会社の取締役、監査役、役員に準ずる者、
従業員の地位にあることを要する。

③　新株予約権の割当てを受けた者が死亡した場合、相
続は認めないものとする。

④　新株予約権の質入その他一切の処分は認めないも
のとする。

⑤　その他、権利行使の条件は、本株主総会及び取締役
会決議に基づき、当社と対象の取締役及び従業員と
の間で締結する「株式会社ＶＳＮ第二回新株予約
権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数が調整されます。

但し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点において行使されていない新株予約権の目的となる

株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については切り捨てます。

　　　　　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

３　株式の分割・併合及び時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切上げます。

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

　調整後

＝

　調整前

×

分割・新規発行前の株価

　行使価額 　行使価額 　既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　　　　　　　　（併合の場合は減少株式数を減ずる）
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ─ 5,887,125 ─ 1,063,772 ─ 963,347

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(注)１　スパークス・アセット・マネジメント株式会社から平成20年11月7日付で関東財務局に提出された大量保有報

告書（変更報告書）より平成20年10月31日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、

当社として当第３四半期会計期間末における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

スパークス・アセット・マネジメント株
式会社

東京都品川区大崎一丁目11番２号 478,900 8.13

２　ＳＢＩアセットマネジメント株式会社、及び、その共同保有者１社から平成20年11月28日付で関東財務局に提

出された大量保有報告書（変更報告書）より平成20年11月25日現在で以下の株式を所有している旨の報告を

受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末における当該法人名義の実質所有株式数の確認がで

きておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 東京都港区六本木一丁目６番１号 24,900 0.42

ＳＢＩキャピタル株式会社 東京都港区六本木一丁目６番１号 1,465,200 24.89

計 ─ 1,490,100 25.31
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― 単元株式数 100株
普通株式 105,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,780,600 57,802 同上

単元未満株式 普通株式 1,525 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,887,125― ―

総株主の議決権 ― 57,802 ―

(注) １　「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式には、新株予約権の行使に基づくもので、基準日において名

義書換未了により当社名義となっている株式が800株（議決権の個数８個）あります。

２　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式400株（議決権の個数４個）

が含まれておりますが、議決権の数からは除いております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式75株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＶＳＮ

東京都港区芝浦
四丁目16番25号

105,000 ─ 105,000 1.78

計 ― 105,000 ─ 105,000 1.78

（注）１　新株予約権の行使に基づくもので、基準日において名義書換未了により当社名義となっている株式800株（議

決権の個数８個）が含まれております。なお、当該株式は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（自己

株式等）」の欄に含まれております。

２　当第３四半期会計期間において、自己株式を取得したことにより、平成20年12月31日現在、当社が所有する株

式数の合計は382,150株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は6.49％であります。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,3701,5451,5501,5491,4751,403 1,130 947 940

最低(円) 1,2011,3101,4301,3851,3801,080 740 740 752

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,468,879 2,949,137

受取手形及び売掛金 2,418,895 2,697,851

その他 884,683 984,065

貸倒引当金 △8,200 △8,297

流動資産合計 5,764,257 6,622,756

固定資産

有形固定資産 ※１
 441,133

※１
 504,518

無形固定資産 717,423 523,004

投資その他の資産 1,303,866 1,229,850

固定資産合計 2,462,423 2,257,373

資産合計 8,226,681 8,880,130

負債の部

流動負債

1年内償還予定の社債 30,000 100,000

未払金 1,735,160 1,881,778

未払費用 164,656 1,026,953

未払法人税等 3,047 510,539

賞与引当金 478,124 －

その他 267,713 53,753

流動負債合計 2,678,701 3,573,024

固定負債

退職給付引当金 513,960 439,380

固定負債合計 513,960 439,380

負債合計 3,192,662 4,012,405

純資産の部

株主資本

資本金 1,063,772 1,063,772

資本剰余金 963,347 963,347

利益剰余金 3,509,506 3,141,455

自己株式 △498,053 △302,796

自己株式申込証拠金 － 1,980

株主資本合計 5,038,571 4,867,758

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,552 △34

評価・換算差額等合計 △4,552 △34

純資産合計 5,034,018 4,867,724

負債純資産合計 8,226,681 8,880,130
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 16,008,123

売上原価 11,662,844

売上総利益 4,345,279

販売費及び一般管理費 ※１
 3,176,794

営業利益 1,168,484

営業外収益

受取利息 18,678

保険配当金 5,798

その他 4,745

営業外収益合計 29,222

営業外費用

支払利息 1,223

コミットメントフィー 6,036

投資有価証券評価損 42,560

その他 3,194

営業外費用合計 53,014

経常利益 1,144,692

特別利益

固定資産売却益 913

貸倒引当金戻入額 97

特別利益合計 1,010

特別損失

固定資産除却損 79

特別損失合計 79

税金等調整前四半期純利益 1,145,623

法人税、住民税及び事業税 287,610

法人税等調整額 203,488

法人税等合計 491,099

四半期純利益 654,524
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 5,211,521

売上原価 3,755,562

売上総利益 1,455,958

販売費及び一般管理費 ※１
 1,018,873

営業利益 437,085

営業外収益

受取利息 5,993

その他 1,814

営業外収益合計 7,807

営業外費用

支払利息 362

コミットメントフィー 2,016

投資有価証券評価損 25,000

その他 1,405

営業外費用合計 28,784

経常利益 416,108

特別利益

役員賞与引当金戻入額 11,938

特別利益合計 11,938

特別損失

固定資産除却損 67

特別損失合計 67

税金等調整前四半期純利益 427,980

法人税、住民税及び事業税 △29,089

法人税等調整額 209,287

法人税等合計 180,197

四半期純利益 247,782
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,145,623

減価償却費 151,506

貸倒引当金の増減額（△は減少） △97

退職給付引当金の増減額（△は減少） 74,580

賞与引当金の増減額（△は減少） 478,124

受取利息及び受取配当金 △18,678

支払利息 1,223

投資有価証券評価損益（△は益） 42,560

売上債権の増減額（△は増加） 278,955

たな卸資産の増減額（△は増加） 80

未払金の増減額（△は減少） △138,932

未払費用の増減額（△は減少） △862,272

前払費用の増減額（△は増加） △58,347

その他 177,234

小計 1,271,559

利息及び配当金の受取額 13,585

利息の支払額 △1,247

法人税等の支払額 △948,386

営業活動によるキャッシュ・フロー 335,510

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,304

定期預金の払戻による収入 250,144

有形固定資産の取得による支出 △46,630

有形固定資産の売却による収入 1,850

無形固定資産の取得による支出 △252,635

投資有価証券の取得による支出 △25,932

保険積立金の積立による支出 △19,502

保険積立金の解約による収入 98,523

その他 △37,065

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,553

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △70,000

ストックオプションの行使による収入 11,370

自己株式の取得による支出 △225,299

配当金の支払額 △250,447

財務活動によるキャッシュ・フロー △534,376

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △280,419

現金及び現金同等物の期首残高 2,698,993

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,418,574
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する

事項の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業

会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号)を第１四半期連結会計期間から適用

し、評価基準については、原価法から原価法(収

益性の低下による簿価切下げの方法)に変更し

ております。

なお、これによる損益に与える影響はありま

せん。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

 

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

742,453千円

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行５行及び保険会社１社とコミットメントライン契

約を締結しております。

　当第３四半期連結会計期間末におけるコミットメ

ントライン契約に係る借入金未実行残高等は以下の

とおりであります。

 

コミットメントラインの総額 3,000,000千円

借入実行残高 ─千円

差引額 3,000,000千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

666,119千円

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行５行及び保険会社１社とコミットメントライン契

約を締結しております。

　当連結会計年度末におけるコミットメントライン

契約に係る借入金未実行残高等は以下のとおりであ

ります。

 

コミットメントラインの総額 3,000,000千円

借入実行残高 ─千円

差引額 3,000,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　
第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 985,481千円

賞与引当金繰入額 59,810千円

退職給付費用 9,372千円

　

第３四半期連結会計期間
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 287,357千円

賞与引当金繰入額 59,810千円

退職給付費用 3,156千円

貸倒引当金繰入額 715千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,468,879千円

預入期間３か月超の定期預金 △50,304千円

現金及び現金同等物 2,418,574千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 5,887,125

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 382,150

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 270,825 47平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金

　
  (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理してお

りますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当四半期連結会計期間においてストック・オプションの付与、及び、条件変更はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

4,477,691733,8295,211,521 ― 5,211,521

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 4,477,691733,8295,211,521 ─ 5,211,521

営業利益又は営業損失（△） 686,925△2,288 684,636(247,551)437,085

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

13,625,2702,382,85216,008,123 ― 16,008,123

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 13,625,2702,382,85216,008,123 ─ 16,008,123

営業利益 1,888,02112,4051,900,427(731,942)1,168,484

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

914.45円 844.42円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 114.50円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 113.27円

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 654,524

普通株式に係る四半期純利益(千円) 654,524

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 5,716,147

四半期純利益調整額(千円) ─

普通株式増加数(株) 62,356

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

────
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間 
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 44.27円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 44.01円

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 247,782

普通株式に係る四半期純利益(千円) 247,782

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 5,597,040

四半期純利益調整額(千円) ─

普通株式増加数(株) 33,193

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

────

　

　

(重要な後発事象)

　
該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社ＶＳＮ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　神　谷　和　彦　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　百　井　俊　次　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＶＳＮの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＶＳＮ及び連結子会社の平成20年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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